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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
辞書

福祉の増進　市民のみなさまに幸せになってもらうこと。



２
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大阪狭山市高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画から抜粋
（令和３年度（2021年度）から令和５年度（2023年度）までの３年間が計画期間）

認知症支援対策の強化
【現状と課題】
• 本市では、認知症に対する社会的な理解を促すとともに、必要な支援が受けられるよ

う、認知症地域支援推進員や認知症初期集中支援チームを設置し、医療・介護の連携
を図り、若年性認知症を含む認知症高齢者等への支援を実施しています。

• 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果をみると、認知症に関する相談窓口を知って
いるかについて、「知っている」人の割合が19.3％、「知らない」人の割合が78.7
％となっています。

• 認知症になってもその人らしく尊厳を持ち、住み慣れた地域で安心して暮らし続ける
ためには、本人・家族はもちろんのこと、地域住民が認知症を正しく理解し、誰もが
なりうる問題と捉えることが重要であり、認知症予防を中心とした介護予防事業や公
的サービス以外にも、地域住民や地域の支援組織、関係者などと協力した支援体制が
必要です。
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２
）
認
知
症
支
援
体
制
の
強
化
 

認
知

症
に

対
す

る
総

合
的

な
支

援
体

制
を

整
備

す
る

た
め

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中

心
に

介
護

と
医

療
の

連
携
の

強
化

を
推

進
し

、
認

知
症

の
人

を
対

象
と

す
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に

よ
る

生
活

の
支

援
、

情
報

提
供

体
制

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
介

護
者

家
族

の
負

担
軽

減
の

た
め

の
支

援
に
取

り
組

み
ま

す
。

 

 

【
 主

な
取

組
み

 】
 

取
組
み
名
 

取
組
み
概
要
 

地
域

包
括
支

援
セ
ン

タ
ー

の
調

整
機
能

を
生
か

し
た

支
援
の
推

進
 

介
護
と
医

療
の
連

携
な
ど

、
地
域

の
社
会

資
源
を

活
用
し

た
認
知

症
に
対

す
る

総
合
的
な

支
援
体

制
の
整

備
に
つ

い
て
、
地
域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
が
も

つ
調
整

機
能
を
生

か
し
な

が
ら

取
り
組
み

ま
す
。
 

認
知

症
地
域

支
援
推

進
員

に
よ
る
支

援
の
推

進
 

医
療
と
介

護
の
連

携
に
よ

る
支
援

を
行
う

た
め

、
地

域
に
お

い
て

は
、
地
域
包

括
支
援
セ

ン
タ
ー

に
配
置

し
た
認

知
症
地

域
支
援

推
進
員

と
、
認

知
症
疾

患
医
療

セ
ン
タ
ー

（
大
阪

さ
や
ま

病
院
）

が
連
携

し
認
知

症
ケ
ア

体
制
を

推
進
し

ま
す
。
 

地
域

密
着
型

サ
ー
ビ

ス
の

充
実

 

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

、
認
知

症
対

応
型
通

所
介

護
、
地
域
密

着
型

介
護
老

人
福

祉
施
設

入
所
者

生
活
介
護
（
特

別
養

護
老
人

ホ
ー

ム
）
な
ど
認

知
症

の
人
を

対
象

と
し
た

地
域
密

着
型
サ
ー

ビ
ス
の

質
の
向

上
を
図

り
、
認

知
症
の

人
が
住

み
慣
れ

た
地
域

で
安
心

し
て
生
活

が
継
続

で
き
る

よ
う
支

援
し
ま

す
。
 

家
族

に
対
す

る
支
援

の
充

実
 

徘
徊

高
齢

者
家

族
支

援
サ

ー
ビ

ス
な

ど
認

知
症

の
人

の
安

全
確

保
を

図
る

サ
ー

ビ
ス
を

充
実
し

、
介
護

者
家
族

が
安
心

し
て
住

み
慣
れ

た
地
域

で
継
続

し
た
生

活
を
送
る

こ
と
が

で
き
る

よ
う
支

援
体
制

を
強
化

し
ま
す

。
ま
た

、
介

護
者
家

族
の

心
身
の

リ
フ
レ

ッ
シ
ュ

や
、
介

護
者
家

族
者
同

士
の
交

流
・
情

報
交
換

の
機
会

を
継
続
し

て
行
え

る
よ
う

に
介
護

者
家
族

を
支
援

し
、
負

担
軽
減

を
図
り

ま
す
。
 

ま
た
、
認

知
症
高

齢
者
等

を
対
象

と
し
た

個
人
賠

償
責
任

保
険
に

大
阪
狭

山
市

が
契
約
者

と
し
て

加
入
す

る
こ
と

に
よ
り

、
認
知

症
の
本

人
や
家

族
が
生

活
す
る

う
え
で
の

不
安
の

軽
減
を

図
る
、
令

和
２
年

度
（

2020年
度
）
に

開
始
し

た
「
大

阪
狭
山
市

認
知
症

高
齢
者

に
対
す

る
賠
償

責
任
及

び
傷
害

保
険
事

業
」
へ

の
加
入

を
促
進
し

ま
す
。
 

認
知
症
ケ

ア
の
質

の
向
上

 

①
関
係
機

関
の
連

携
強
化

に
よ
る

認
知
症

ケ
ア
の

質
の
向

上
 

認
知
症
疾

患
医
療

セ
ン
タ

ー
（
大

阪
さ
や

ま
病
院

）
と

連
携
し
、
地
域

包
括
支

援
セ
ン
タ

ー
や
認

知
症
に

関
わ
る

専
門
職

等
に
対

す
る
研

修
を
充

実
し
、
認
知
症

ケ
ア
の
質

の
向
上

を
図
り

ま
す
。
 

ま
た
、
地
域
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー

と
医
療

機
関

、
介

護
サ
ー

ビ
ス

事
業
所

並
び

に
地
域
の

連
携
を

推
進
し

、
認
知

症
の
人

が
で
き

る
だ
け

在
宅
で

、
医

療
と
介

護
と

の
連
携

に
よ
る

適
切
な

サ
ー
ビ

ス
を
受

け
な
が

ら
生
活

で
き
る

よ
う
、
ケ
ア
体

制
の
充
実

に
努
め

ま
す
。

 

②
認
知
症

ケ
ア
パ

ス
の

普
及
・
啓

発
 

令
和

２
年

度
（

2020年
度

）、
認

知
症

の
人

の
生

活
機

能
障

が
い

の
進

行
に

合
わ

せ
、「

い
つ
、
ど
こ
で

、
ど

の
よ

う
な
医

療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
を

受
け
る

こ
と
が

で
き

る
の

か
」、

具
体

的
な

機
関

名
や

ケ
ア

の
内

容
等

を
掲

載
し

て
い

る
「

認
知

症
ケ
ア
パ

ス
」
の
改
訂

を
行
い
ま

し
た

。
認
知

症
の
人

の
意
思
を

尊
重
し

、
ま

た
認

知
症
の

人
の
気

持
ち
に

寄
り
添

い
な
が

ら
、
可

能
な
限

り
住
み

慣
れ
た

地
域
で

生
活

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

よ
り

わ
か

り
や

す
く

明
確

に
提

供
す

る
と
と
も

に
、
市
民

に
広
く

活
用

し
て
も

ら
え
る

よ
う

普
及
・
啓

発
に
努

め
ま
す

。 

 

６



（３）認知症に関する知識の普及・啓発の充実 

認知症を正しく理解し、地域で認知症の人を支援する体制を整備するため、認

知症に関する知識の普及・啓発、認知症キャラバン・メイトや認知症サポーターを

養成し、活躍の場を広げる仕組みづくりを行います。 

 

【 主な取組み 】 

取組み名 取組み概要 

認知症に関する知識の
普及・啓発 

地域住民が若年性認知症をはじめとした認知症の人に対し適切な
対応をとることができるよう、様々な機会を活用し、認知症に関する
知識の普及・啓発、理解促進を図ります。 

キャラバン・メイトの
養成及び資質向上 

認知症サポーター養成講座の講師役となるキャラバン・メイトを必
要に応じて養成するとともに、資質向上のためのフォローアップ体制
を強化し、認知症サポーター養成講座の実施や関係機関との連携、協
力体制づくりなど地域のリーダー役として活動できるような体制の
整備に努めます。 

認知症サポーターの養
成 

キャラバン・メイトと連携し、認知症の人に対する地域の見守り・
理解者として「認知症サポーター」を養成するとともに、地域住民だ
けでなく市内の企業や学校等へも認知症サポーター養成講座の受講
を促進し、さらなる普及・啓発に努めます。 

また、個々のサポーターがそれぞれ活躍できる場や体制づくりをめ
ざすため、認知症の人や介護者家族の負担を軽減できる担い手として
「おおさかさやまおれんじパートナー」を養成します。 
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連携（診断）

⑦ モ ニ タ リ ン グ

引き継ぎ後

連携
（情報提供・助言）

本人 家族

近隣地域

認知症初期集中
支援チーム

地域包括支援センター等

連携
（紹介）

連携
（診断）

かかりつけ医

認知症疾患医療
センター

連携（紹介）

④ 初回家庭訪問の実施
（認知症への理解、専門的医療機関
等の利用の説明、介護保険サービ
ス利用の説明、本人・家族への心
理的サポート）

連携

地域の実態に応じた
認知症施策の推進

（医療・介護・地域資
源と専門相談等）

認知症地域
支援推進員

③ アセスメント
（認知機能障害、生活機能能障、行
動・心理症状、家族の介護負担度、
身体の様子のチェック）

② 情報収集
（本人の生活情報や家族の状況など）

① 訪問支援対象者の把握

以下の体制を地域包括支援センター等に配置
○認知症初期集中支援チーム－複数の専門職が認知症が疑われる人、認知症の人とその家族を訪問し、アセスメントや家族

 支援などの初期の支援を包括的・集中的に行い、自立生活のサポートを行う。
○認知症地域支援推進員 －認知症の人ができる限り住み慣れた良い環境で暮らし続けることができるよう、地域の実情に

応じて医療機関、介護サービス事業所や地域の支援機関をつなぐ連携支援や認知症の人や
その家族を支援する相談業務等を行う。

⑤ チーム員会議の開催
（ｱｾｽﾒﾝﾄ内容の確認、支援の方針・
内容・頻度等の検討）

⑥ 初期集中支援の実施
（専門的医療機関等への受診勧奨、
本人への助言、身体を整えるケア、
生活環境の改善など）

複数の専門職による
個別の訪問支援

（受診勧奨や本人・家
族へのサポート等）

（個別の訪問支援）

（専任の連携支援・相談等）

医療系職員
（保健師等）

介護系職員
（介護福祉士等）

保健師・看護師等

連携

認知症初期集中支援チームと認知症地域支援推進員について

専門医
（嘱託可）

厚労省の資料より ８



認知症初期集中支援チームの概要

【認知症初期集中支援チームとは】

複数の専門職が家族の相談などにより認知症が疑われる人、認知症の人及びその家族を
訪問し、認知症の専門医による鑑別診断等を踏まえて、アセスメントし、本人や家族支
援等の初期の支援を包括的・集中的に行い、自立生活のサポートを行うチームをいいま
す。

【チームのメンバー】

・医療職と介護職の専門職
・専門医

【チームの設置場所】
大阪狭山市地域包括支援センター

【対 象 者】
４０歳以上で、在宅で生活しており、かつ認知症が疑わ
れる人又は認知症の人で以下のいずれかの基準に該当す
る人とする。

◆医療サービス、介護サービスを受けていない人、また
は中断している人で以下のいずれかに該当する人
（ア） 認知症疾患の臨床診断を受けていない人
（イ） 継続的な医療サービスを受けていない人
（ウ） 適切な介護保険サービスに結び付いていない人
（エ） 診断されたが介護サービスが中断している人

◆医療サービス、介護サービスを受けているが認知症の
行動・心理症状が顕著なため、対応に苦慮している

愛称は
「さやりん

おれんじチーム」

９
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１２



大
阪

狭
山

市
認

知
症

高
齢

者
等

個
人

賠
償

責
任

及
び

傷
害

保
険

事
業

を
開

始
し

ま
す

 

認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任
及
び
傷
害
保
険
事
業
と
は
・・・ 

大
阪
狭
山
市
が
契
約
者
と
し
て
賠
償
責
任
保

険
及
び
傷
害

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
認

知

症
高

齢
者

（被
保

険
者

）が
日

常
生

活
で
起

き
た
偶

然
な
事

故
等

に
よ
り
損

害
賠

償
責

任
を

負
う
場
合
な
ど
に
保
険
金
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

被
保
険
者
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
補

償
内

容
】

 

■
賠

償
責

任
保

険
・

・
・

日
常

生
活

で
他

人
に

け
が

を
さ

せ
た

り
、

他
人

の
財

物
を

壊
し

た
り

し
た

こ

と
等

に
よ

り
、

法
律

上
の

賠
償

責
任

を
負

う
場

合
に

保
険

金
が

支
払

わ
れ

ま
す

。
 

〇
補

償
額

：
１

回
の

事
故

に
つ

い
て

、
最

高
１

億
円

 

 ■
傷

害
保

険
・

・
・

交
通

事
故

等
に

よ
る

け
が

で
本

人
が

死
亡

も
し

く
は

後
遺

障
害

が
生

じ
た

場
合

に

保
険

金
が

支
払

わ
れ

ま
す

。
 

〇
補

償
額

：
死

亡
 

 
 

５
０

万
円

 

後
遺

障
害

 
後

遺
障

害
の

程
度

に
応

じ
て

２
万

円
～

5
0

万
円

 

 ■
見

舞
金

補
償

・
・

・
日

常
生

活
に

起
因

す
る

偶
然

な
事

故
で

他
人

に
け

が
を

さ
せ

、
け

が
を

さ
れ

た

方
が

そ
の

事
故

の
直

接
の

結
果

と
し

て
死

亡
し

た
場

合
に

見
舞

金
が

支
払

わ
れ

ま
す

。
 

（
賠

償
責

任
の

有
無

は
問

い
ま

せ
ん

。）
 

〇
補

償
額

：
1

5
万

円
 

 【
対

象
者

】
 

高
齢

者
S

O
S

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
事

前
登

録
す

る
人

の
う

ち
、
主

治
医

意
見

書
の

認
知

症
高

齢
者

自

立
度

が
Ⅱ

a
以

上
の

人
 

 

【
そ

の
他

】
 

事
故

が
発

生
し

た
場

合
は

、
大

阪
狭

山
市

高
齢

介
護

グ
ル

ー
プ

に
連

絡
し

て
く

だ
さ

い
。

 

保
険

期
間

は
市

に
届

け
出

を
し

た
日

を
始

期
と

し
、
市

が
保

険
事

業
者
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認知症サポーター養成事業
●目的

認知症の人と家族を支援する認知症サポーターを養成することで、認知症に関する正しい知識の普及と認知症の
人と家族が安心して暮らし続けることのできるまちづくりを目指します。

●背景

認知症は老後の最大の不安であり、超高齢化を迎えようとするに日本にとっては最重要課題のひとつとなります
。認知症は誰にも起こりうる脳の病気によるもので、85歳以上では4人に1人にその症状があるといわれています
。今後、高齢化が進み、認知症の人が今後20年で倍増することが予測されています。認知症の人が記憶障害や認知
障害から不安に陥り、その結果まわりの人との関係が損なわれることもしばしば見られ、家族が疲れ切って共倒れ
してしまうことも少なくありません。しかし、周囲の理解と気遣いがあれば、地域の支えあいによって穏やかに暮
らしていくことが可能になります。

●市の取り組み
大阪狭山市では平成18年度から認知症サポーターの養成に取り組んでいます。健康で安心して暮らし続けられる

思いやりのあるまちつくりの一環として平成23年度からは新たに市内の小学生を対象に認知症サポーター養成講座
を実施し、認知症サポーターをたくさん養成しています。

●認知症サポーターとは

★『認知症サポーター』とは何か特別なことをする人ではなく、講座を通じて認知症の正しい知識やつきあい方を
理解し、認知症の人や家族に対して温かい目で見守る応援者として、自分のできる範囲で活動します。

友人や家族に学んだ知識を伝えること、認知症になった人や家族の気持ちを理解するように努めること、隣人ある
いは商店、交通機関等、まちで働く人としてできる範囲で手助けをするなど、活動内容は人それぞれになります。
★認知症サポーターは『認知症サポーター養成講座』を受講することで認知症サポーターになれます。

●認知症サポーター養成講座とは

講座では『認知症ってどんな病気？』『どうやって関わったらいいの？』『私たちにできることは？』といった内
容をわかりやすくお話します。
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認知症サポーター養成講座受講者数
（人数）

平成18年度
～平成30年
度まで

平成31年
度

令和2年
度

令和3年
度

令和4年
度

合計

受
講
者
数

８，５０７ ５２７ ２２１ ５８１ ３６２ ９，８９２
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◎地域の方が、認知症を正しく理解し、認知症にな
っても、その人らしく、尊厳をもって、住み慣れ
た地域で安心して暮らせる地域づくり。

◎認知症の方を早期に気付くことのできる地域づく
り。

１８

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
具体に考えて　支え合い活動
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